
 

生徒指導提要の改訂に関する協力者会議の設置について 
 

令 和 ３ 年 ６ 月 ２ 日 

                                                  初等中等教育局長決定 
 

１．目 的 

 学校における生徒指導については、近年、いじめの重大事態や暴力行為の

発生件数、不登校児童生徒数、児童生徒の自殺者数等が増加傾向にあるなど、

課題は深刻化している。 

また、生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書である生徒指導提要が

平成 22 年に作成されて以降、「いじめ防止対策推進法」や「義務教育の段階

における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」等が施行さ

れ、これまで各地域において対策等が進められているところであるが、事案

発生等の後の対応のみならず、いじめ等を未然に防止し、全ての子供たちが

安心して学校に通えるよう、多様な児童生徒の状況に対応した支援・指導体

制の確立等が必要となっている。 

このような今日的な状況を踏まえ、生徒指導の概念・取組の方向性等を再

整理し、生徒指導提要を改訂し、教育委員会及び学校における生徒指導の充

実に資するものとする。 
 

２．検討事項 

  生徒指導提要の改訂について 
 

３．実施方法 

（１）協力者会議の実施に当たっては、別紙の学識経験者等の協力を得るもの

とする。 

（２）必要に応じ、別紙以外の者にも協力を求めるほか、関係者の意見等を 

  聞くことができるものとする。 
 

４．実施期間 

令和３年６月２日から令和４年３月３１日までとする。 
 

５．その他 

この協力者会議に関する庶務は、初等中等教育局児童生徒課において処理

する。 
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生徒指導提要の改訂

●「積極的な生徒指導」の充実
目前の問題に対応するといった課題解決的な指導だけではなく、「成長
を促す指導」等の「積極的な生徒指導」を充実。

● 個別の重要課題を取り巻く関連法規等の変化の反映
個別課題（いじめ、不登校、児童虐待等）について、平成22年の生徒指
導提要作成時からの社会環境の変化（法制度、児童生徒を取り巻く環境
等）やそれらに応じた必要な対応等について反映。

● 新学習指導要領やチームとしての学校等の考え方の反映
生徒指導全般に係る事項として、全体を通して、生徒（児童）の発達の
支援、チームとしての学校、学校における働き方改革、多様な背景（障害
や健康、家庭的背景等）を持つ児童生徒への生徒指導等について反映。

※教職員や関係機関の職員等が参照しやすくなるように留意。

改訂の背景

生徒指導の実践に際し、教職員の共通理解を図り、組織的・体系的な生徒指導の取組を進めることが
できるよう、生徒指導に関する基本書として、小学校段階から高等学校段階までの生徒指導の理論・
考え方や実際の指導方法、個別課題への対応（いじめ、不登校、暴力行為…）等について網羅的に
まとめたもの（平成22年3月作成）。

改訂の基本的な方向性

生徒指導提要

・平成22年に生徒指導提要が作成されて以降、10年以上が経過。
・近年、いじめの重大事態や暴力行為の発生件数、不登校児童生徒数、児童生徒の自殺者数が増加傾向であるなど、課題は深刻化。
また、生徒指導提要に関する「いじめ防止対策推進法」や「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の
確保等に関する法律」等が施行されるなど、個別事項を取り巻く状況は変化。

・今日的な状況を踏まえ、「生徒指導提要の改訂に関する協力者会議」において生徒指導提要を改訂（右記QR） 。

●第１回（R3.7.7）

・改訂の基本的な考え方
・ヒアリング（中学校、高等学校）

●第２回（R3.7.30）

・ヒアリング（高等学校、積極的な生徒指導）
・目次構成案

●第３回（R3.8.25）

・ヒアリング（自殺、少年非行）
・多様な背景を持つ児童生徒への生徒指導に関する
WGの設置

… ヒアリングや目次構成等について検討の後、
本会議委員を中心に執筆

… 年度内取りまとめ予定

スケジュール（案）



生徒指導提要（改訂）の目次構成案

※児童生徒の障害や健康問題等の個人的背景や家庭的背景等

生徒指導体制（学校組織、年間指導計画、校則等）／教育相談体制
（定義、組織、協働、相談技法等）／危機管理体制（学校安全、安全
教育等）／関係機関等との連携関係機関等との連携（保護者、教育委
員会、コミュニティ・スクール等） 等

総則（児童・生徒の発達の支援）／教科・特別の教科道徳・総合・
特別活動における生徒指導

第３章 生徒指導の体制

第10章 多様な背景を持つ児童生徒への生徒指導※

生徒指導の意義と課題／集団指導・個別指導の方法原理 等

第１章 生徒指導の意義と原理

教科における生徒指導／道徳・総合・特別活動における生徒指導

第２章 教育課程と生徒指導

児童生徒理解の基本／児童期・青年期の心理と発達 等

第３章 児童生徒の心理と児童生徒理解

生徒指導の組織／生徒指導主事の役割／年間指導計画／教員の研
修／資料の保管・活用と指導要録 等

第４章 学校における生徒指導体制

教育相談体制の構築／教育相談の進め方／スクールカウンセラー、
専門機関等との連携 等

第５章 教育相談

組織的対応と関係機関等との連携／守秘義務と説明責任／基本的
な生活習慣の確立／児童生徒の安全にかかわる問題 等

第６章 生徒指導の進め方 Ⅰ児童生徒全体への指導

①問題行動の早期発見と効果的な指導／②発達に関する課題と対
応／③喫煙、飲酒、薬物乱用／④少年非行／⑤暴力行為／⑥いじ
め／⑦インターネット・携帯電話にかかわる課題／⑧性に関する
課題／⑨命の教育と自殺の防止／⑩児童虐待への対応／⑪家出／
⑫不登校／⑬中途退学

〃 〃 Ⅱ個別の課題を抱える児童生徒への指導

校則／懲戒と体罰／出席停止 等

第７章 生徒指導に関する法制等

学校と家庭・地域・関係機関等との連携活動／地域ぐるみで進め
る健全育成と学校 等

第８章 学校と家庭・地域・関係機関との連携

第１章 いじめ

第７章 不登校第５章 自殺

第２章 暴力行為
第３章 少年非行（喫煙、飲酒、薬物乱用を含む）

第６章 中途退学第４章 児童虐待

【現行】 【改訂案】

生徒指導の定義と特色／生徒指導の課題（児童生徒理解の深化、人間
関係形成 等）／生徒指導の方法（自己指導能力の育成、生徒指導の
類型等）／生徒指導の基盤（守秘義務と説明責任、基本的な生活習慣
の確立）等

第２章 教育課程と生徒指導

第１章 生徒指導の基礎

・各個別課題の対応における基本的姿勢について、第１部を踏まえ
内容を精選し、必要に応じて第２部リード文に記載。

・各章のリード文において、それぞれ現状等について記載。
・各章の節構成は、以下の内容を基本として、各章の内容に応じて
名称や節・項の構成を検討。
１）関連法規・基本方針等
２）学校の組織体制と計画
３）未然防止・早期発見・対応（具体の取組・対応）
４）関係機関等との連携体制

第９章 性に関する課題第８章 インターネット・携帯電話にかかわる課題

第２部 個別の課題を抱える児童生徒への対応

第１部 生徒指導の基本的な進め方

生徒指導提要の改訂に関する協力者会議
第３回資料版（R3.8.25）


